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拓
き
、
道
を
照
ら
し
、
道
を
示
し
、
5
つ
の
事

業
の
輪
（
福
祉
・
介
護
・
医
療
・
教
育
・
農
業
）

を
描
く
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
こ
の
25
年
間
で

円
環
し
ま
し
た
。

第
二
の
創
業
期
に
ふ
さ
わ
し
い
新
た
な
リ
ー

ダ
ー
の
下
、
百
年
後
も
こ
の
「
い
た
る
イ
ズ
ム
＝

進
取
の
精
神
」
が
継
承
さ
れ
る
よ
う
、
持
て
る

力
を
尽
く
し
て
職
員
た
ち
を
導
い
て
い
き
た
い
と

存
じ
ま
す
。

Ⅱ　

令
和
3
年
度
（
2
0
2
1
年
度
）
の
目
標

「
第
二
の
創
業
期
」
と
し
て
、
持
続
・
継
続
可

能
な
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
寄
与
し
ま
す
。

Ⅲ　

事
業
方
針

⑴ 

持
続
継
続
可
能
な
法
人
経
営
の
推
進

理
事
、
監
事
、
評
議
員
の
改
選
に
あ
た
り
、

今
後
も
さ
ら
な
る
地
域
福
祉
の
充
実
と
地
域
包

括
ケ
ア
の
確
立
を
目
指
す
法
人
経
営
を
推
進
し

ま
す
。

⑵ �

さ
ま
ざ
ま
な
障
壁
を
克
服
す
る
事
業
運
営
の

確
立

就
労
、
介
護
、
看
護
、
保
育
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
支

援
ニ
ー
ズ
に
対
す
る
き
め
細
や
か
な
対
応
の
実

現
に
努
め
ま
す
。

⑶ �
第
二
の
創
業
期
の
指
針
と
な
る
中
長
期
事
業

計
画
の
策
定

事
業
の
成
長
と
人
材
の
育
成
の
バ
ラ
ン
ス
を

熟
考
し
、
安
全
安
心
に
、
安
定
し
た
地
域
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
中
長
期
計
画
策

定
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

⑷ 

教
育
ド
メ
イ
ン
の
新
た
な
強
化

福
祉
職
に
就
く
も
の
と
し
て
の
共
通
意
識
や

ス
キ
ル
を
高
め
る
と
と
も
に
、
専
門
性
や
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
、
管
理
能
力
を
向
上
す
る
教
育
体
系

の
再
整
備
・
再
強
化
を
進
め
ま
す
。

⑸ �

S
D
G
s
に
基
づ
く「
一
人
も
取
り
残
さ
な
い
」

地
域
包
括
ケ
ア
の
推
進

・�

世
田
谷
地
区
に
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
サ

テ
ラ
イ
ト
型
）
を
新
設

・
共
生
型
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
新
設

・�

障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
「
の
れ
ん
分
け
」

制
度
の
活
用

⑹ �「
ゆ
り
か
ご
か
ら
墓
場
ま
で
」
の
切
れ
目
の
な

い
総
合
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
実
現

・�

学
童
保
育
、
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
高

齢
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
リ
ハ
ビ
リ
）、
高
齢
者

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
児
童
発
達
支
援
事
業
所

の
新
規
立
ち
上
げ

・�

上
記
5
つ
の
新
規
事
業
を
中
長
期
で
実
現
し

ま
す
。

ジ
ャ
ン
・
イ
タ
ー
ル
医
師
の
「
進
取
の
精
神
」

を
も
っ
て
支
援
の
質
の
向
上
を
追
求
し
つ
つ
、
さ

ま
ざ
ま
な
環
境
整
備
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
社
会
福
祉
法
人
い
た
る
セ
ン
タ
ー

に
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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02

03

04

目次　contents日
頃
は
、
社
会
福
祉
法
人
い
た
る
セ
ン
タ
ー

に
多
大
な
る
ご
支
援
ご
鞭
撻
を
賜
り
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
さ
て
こ
の
度
、
令
和

3
年
度
の
「
社
会
福
祉
法
人
い
た
る
セ
ン
タ
ー
・

事
業
方
針
案
」
を
策
定
し
ま
し
た
の
で
、
ご
報

告
申
し
上
げ
ま
す
。

Ⅰ　

は
じ
め
に

社
会
福
祉
法
人
い
た
る
セ
ン
タ
ー
は
、
今
年

度
を
「
第
二
の
創
業
期
」
と
位
置
づ
け
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
を
克
服
す
る
と

と
も
に
、
社
会
福
祉
法
人
い
た
る
セ
ン
タ
ー
が

「
大
き
く
変
わ
る
」
一
年
と
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
の
第
三
波
に
よ
り
、
大
変
な
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
重
症
者
や
死
者
の
報
道
を
見
る
た
び
に

心
を
痛
め
、重
苦
し
い
閉
塞
感
が
漂
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
大
変
」
な
事
態
に
あ
っ
て
、
ど
う
生
き
る

べ
き
か
、
何
を
す
べ
き
か
を
ひ
た
す
ら
考
え
ま
し

た
。「
大
変
」
と
い
う
漢
字
は
、「
大
き
く
変
わ
る
」

と
書
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
大
変
な
と
き
と
は
「
自

ら
を
大
き
く
変
え
る
」
と
き
で
あ
り
、
ま
た
、

大
変
な
毎
日
は
、
大
き
く
成
長
で
き
る
毎
日
で

も
あ
り
ま
す
。
昨
年
度
の
事
業
計
画
の
理
事
長

方
針
で
示
し
た
通
り
、
後
進
の
歩
む
べ
き
道
を

令
和
3
年
度
事
業
方
針
案

い
た
る
賛
助
会
入
会
の
ご
案
内

　
「
い
た
る
賛
助
会
」
で
は
「
い
た
る
セ
ン
タ
ー
」

の
活
動
を
支
援
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　
「
幸
せ
な
地
域
社
会
を
作
り
た
い
」
が
こ
の
会

設
立
の
趣
旨
で
あ
り
ま
す
。

年
会
費　
　

１
口
５
千
円
（
何
口
で
も
可
）

郵
便
振
り
込
み　

０
０
１
１
０ 

７ 

１
２
８
９
２

（
問
）
３
３
９
２-

７
３
４
６ 

事
務
局 

山
本
ま
で

3月9日、今年の4月から入職する新卒（学卒）内定者のための研修が行われました。
4月から入職するフレッシュマンたちに、エールをお願いいたします。

令
和
3
年
度
　
い
た
る
セ
ン
タ
ー
事
業
方
針
案
に
つ
い
て

�

社
会
福
祉
法
人
い
た
る
セ
ン
タ
ー
　
理
事
長
　
谷た

に
や
ま山

　
哲て

つ
ひ
ろ浩
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令和2年度第4回職員研修特集

コロナ禍におけるBCP
令
和
2
年
度
第
4
回
職
員
研
修
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
と
も
な
い
、
今
回
も

Z
O
O
M
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
研
修
に
て
、
2
月
13
日

の
土
曜
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
谷
山
哲
浩
理
事
長

に
よ
る
訓
示
は
「
第
二
の
創
業
期
の
ス
タ
ー
ト
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
、
外
部
講
師
研
修
は
「
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
B
C
P
」
に
つ
い
て
、
危
機
管
理
の
専
門
家

で
あ
る
株
式
会
社
フ
ォ
ッ
ク
ス
ブ
ル
ー
の
代
表
で
あ

る
早
川
英
樹
氏
を
迎
え
ま
し
た
。
現
在
、早
川
氏
は
、

社
会
福
祉
法
人
い
た
る
セ
ン
タ
ー
の
各
施
設
の

B
C
P
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
を
行
っ
て
お
り
、
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
早
川
氏
の
講
義
で
は
、
特
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
中
心
に
、
各
事
業
部
責

任
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
質
問
を
事
前
に
分
析
し
て
い
た

だ
き
、
①
感
染
予
防
・
対
策
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、

②
事
業
運
営
は
ど
う
す
べ
き
か
、
③
判
断
基
準
は
ど

う
設
け
る
か
、
④
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
対
策
は
、
と

い
っ
た
4
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
て
ご
説
明
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。「
3
密
を
避
け
る
と
は
、密
閉
空
間
・

密
接
場
面
・
密
集
場
所
を
避
け
る
」、「
適
切
な
マ
ス

ク
の
適
切
な
装
着
」、「
こ
ま
め
な
手
洗
い
、
こ
ま
め

な
消
毒
」
と
い
っ
た
基
本
を
徹
底
す
る
た
め
に
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
「
正
し
く
理
解
し
、

正
し
く
恐
れ
、
正
し
く
備
え
る
」
こ
と
が
重
要
と
定

義
。
感
染
症
リ
ス
ク
の
段
階
に
つ
い
て
は
、「
ウ
イ
ル

ス
の
施
設
内
侵
入
の
低
減
→
室
内
の
ウ
イ
ル
ス
濃
度

の
低
減
→
手
指
へ
の
ウ
イ
ル
ス
付
着
の
低
減
→
ウ
イ

ル
ス
を
直
接
か
ぶ
る
リ
ス
ク
の
低
減
→
ウ
イ
ル
ス
の

体
内
侵
入
の
低
減
」
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
風
評
被
害
に
つ
い
て
も
触
れ
、
情
報
開

示
に
関
す
る
法
人
・
施
設
と
し
て
の
基
本
方
針
や

開
示
す
る
情
報
の
内
容
を
あ
ら
か
じ
め
決
定
し
て

お
く
こ
と
が
重
要
と
し
、
事
後
に
状
況
を
見
て
判

断
す
る
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
B
C
P
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
に
あ
た
っ

て
は
、
①
制
限
の
基
準
、
②
再
開
の
基
準
、
③
情
報

の
基
準
、
④
災
害
発
生
後
の
対
応
の
基
準
、
⑤
災
害

発
生
後
の
業
務
仕
分
け
、
災
害
発
生
後
の
非
常
時

シ
フ
ト
構
築
、
⑦
職
員
の
休
業
補
償
の
基
準
、
⑧
感

染
予
防
、
に
つ
い
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
、
法
人
全
体

お
よ
び
各
施
設
が
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
で
結
び
と

し
ま
し
た
。

事業継続計画（BCP）のマニュアル化を図ります

集団感染を防ぐためには「基本的なこと」

を徹底するということでした。高齢化や

重度化するご利用者様を守るためにも、ま

ず職員が健康であることを第一義として、

コロナ終息後も事業継続が健全に為され

るよう、個人的にも考えていきたい。�

感染予防の対策は漠然と理解しているつ

もりになっていたが、あやふやであること

を自覚した。今回の研修でしっかり把握す

ることができたと思う。各事業部との質

疑応答が大変参考になった。�

事前にアンケート調査をして

いたことで、方向性が理解で

き、スムーズに講義を受ける

ことができました。正しく理

解することで、BCPだけでなく

今後のコロナを考えるきっか

けになったと思います。�

あらためて、手洗いとマスクの大切さ、

密閉・密集・密接の意味を確認できてよ

かったです。コロナ以前との感染症対策

との違いとして「本気ではなかった」と早

川講師がおっしゃっていましたが、その通

りだと思いました。コロナ禍で手洗いやマ

スク、換気を気遣ってから、インフルエン

ザや風邪が職員・ご利用者様ともにほぼ

なくなっているからです。他の事業者等も

見ておられる早川講師の具体的なお話を

伺うことで、さらに気が引き締まりました。

施設内で必要な対応、危機管理、事故が起きた時の

対応など、具体的な事例をまじえてご講義いただき、

とても分かりやすかったです。これからもコロナと共存

していく日常になるかと思います。自分たちができるこ

とを、ご利用者様とともに安心安全に過ごしていくた

めに必要なことを日々考え、実行したいと思います。�

やはり基本が大事であることを再認識しました。換

気は常時行いたいと思っていますが、ご利用者様に

窓を閉められてしまうこともありました。今後は、

着衣の工夫で常時換気を行っていきたいと思います。

コロナを正しく恐れる、３密を避ける、といっ

た私たちができることをあらためて再確認し

た。日々、消毒作業を行っているが、その目

的と意味を深く理解したことで、その方法も

それぞれ変わってくるのではないかと思った。�

受講
した

職員
の感
想（
抜粋
）
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地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
・
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
事
業
部
で
は
、
世
田
谷

区
成
城
に
新
た
な
障
害
者
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
（
共
同
生
活
援
助
）「
ア

ン
ト
」
を
開
設
し
ま
す
。

開
設
予
定
は
令
和
3
年
5
月
、

定
員
5
名
の
男
性
用
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
で
す
。
耐
震
性
の
あ
る
木
造
住
宅

を
全
面
改
修
し
た
2
階
建
て
の
建
物

に
、
1
階
に
1
居
室
、
2
階
に
4
居

室
を
設
け
ま
し
た
。
居
室
は
8
・
28

～
10
・
76
㎡
で
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
は

23
・
18
㎡
と
開
放
感
あ
る
広
さ
を

確
保
し
て
い
ま
す
。

成
城
8
丁
目
に
あ
る
「
イ
タ
ー

ル
成
城
」
も
近
く
、
世
田
谷
地
区

の
地
域
福
祉
の
輪
を
ま
た
ひ
と
つ

広
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

世
田
谷
区
成
城
9
丁
目
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
ア
ン
ト
」、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

令
和
3
年
5
月
に
開
設
し
ま
す

包
括
ケ
ア
セ
ン
タ
ー　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
事
業
部

耐震性のある木造住宅を全面改修した2階建ての建物が、5名のご利用者様の生活拠点に

銀
座
３
丁
目
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

枝
香
庵
に
て
、
２
月
９
日
か
ら

16
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
「
語
り

か
け
る
も
の
た
ち
」
展
。
こ
の

展
覧
会
を
企
画
し
た
金
子
光
史

さ
ん
は
、
社
会
福
祉
法
人
い
た

る
セ
ン
タ
ー
の
障
害
者
通
所
施

設
「
イ
タ
ー
ル
成
城
」
生
活
介

護
事
業
部
の
ご
利
用
者
様
の

ア
ー
ト
活
動
を
ご
指
導
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
同
展
覧
会
で

は
、
ご
利
用
者
様
の
ア
ー
ト
作

品
も
展
覧
さ
れ
、
高
額
で
販
売

さ
れ
た
作
品
も
あ
り
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
の
影
響
で
、
昨
年
に
企
画

さ
れ
て
い
た
恒
例
の
世
田
谷
美

術
館
で
の
展
覧
会
が
中
止
さ

れ
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
よ
る

オ
ン
ラ
イ
ン
展
示
と
な
り
ま
し

た
が
、
ご
利
用
者
様
と
職
員
の

ア
ー
ト
活
動
へ
の
熱
意
は
消
え

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後

の
展
開
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。 Art

イ
タ
ー
ル
成
城

　生
活
介
護
事
業
部

「
語
り
か
け
る
も
の
た
ち
」
展
に
て
、

　
　

  

イ
タ
ー
ル
成
城
の
ご
利
用
者
様
の
作
品
を
展
観
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ご意見・ご感想がござい
ま し た ら、 上 記 のFAX、
Eメール等でお声をお寄
せ下さい。
いたる広報委員まで。

令和3年度新卒（学卒）内定者研修
ピックアップ

いたる

今年4月入職の新入職員は18名！

令和3年3月9日、今年の4月から入職する新卒（学卒）内定者のための研修が行われました。例年であれば、法人

本部で行う内定者研修ですが、今年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、ZOOMを使ったリモート

研修が多くを占めていました。しかし、入職前の最後の内定者研修では、荻窪タウンセブンホールを借りて開催。

17名の内定者が揃い、自己紹介を行いました。メインの研修は、包括ケアセンター・グループホーム事業部の坂梨

統括リーダーによる「グループホームについて」の説明。住まいのなかで日常生活を支える共同生活援助につい

て、そのあり方や支援のやりがいについて語ってくれました。最後は、晴れ間の覗いた屋上で全体集合写真を撮

影。充実した研修となりました。4月から入職する仲間たちを、どうぞよろしくお願いいたします。

17名の新卒（学卒）内定者が集い、半日間の研修を受講しました グループホーム事業部の坂梨統括リーダーが登壇し、
共同生活援助について説明

新法人ウエブサイトに 
　 ご期待ください

現在の社会福祉法人いたるセンターのホームページは、スマートフォ
ン等での閲覧に不向きであったため、この課題を解消するために新たな

法人ウエブサイ
トを制作中です。
各事業部が新し
い情報をアップ
ロードできるよう
なシステムを採
用し、より身近な
法人サイトを目
指していきます。
完成しましたら、
本紙にてお知ら
せいたしますの
で、よろしくお願
いいたします。

新法人ウエブサイトのトップページには、
ご利用者様の生き生きとした表情を捉えた写真を採用いたしました。

キャッチフレーズには、「いたるところを、ボーダーレスに」
という言葉を配しています。

現在、
鋭意制作中！※�現在、新型コロナウイルス感染症

拡大にともない、法人見学ツアー
の実施は見送っております。再開
の際には、本紙にて内容や日程を
お知らせいたしますので、もうし
ばらくお待ちくださいませ。

電話：03-3392-7346　�
本部・人事採用担当：山本 義彦

法人見学ツアーについて


